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小
倉
西
高
等
学
校
同
窓
会
「
津

苑
会
」
平
成
29
年
度
総
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
衷

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

塩
田
会
長
を
は
じ
め
、
ご
準
備

い
た
だ
き
ま
し
た
園
田
実
行
委

員
長
並
び
に
当
番
期
の
皆
様
の

ご
労
苦
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
津
苑
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
物
心
両
面
に
わ
た
り
学
校
へ

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り

ら
れ
た
高
女
46
期
生
、
喜
寿
を

迎
え
ら
れ
た
高
校
10
期
生
の
皆

様
に
対
し
、
お
祝
い
の
場
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
お
体
ご
自
愛
の
う
え
、

津
苑
会
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
総
会
は
高
校
45
期
生

の
皆
さ
ん
に
準
備
を
し
て
い
た

だ
き
、
素
晴
ら
し
い
総
会
と
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
最
後
に
平
素
か
ら
児
玉
校
長

を
は
じ
め
、
学
校
側
の
津
苑
会

活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

津
苑
会
会
長

塩 

田  

孝 

一

　
平
成
29
年
度
津
苑
会
総
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　
我
が
母
校
小
倉
西
高
等
学
校

は
、
今
年
で
創
立
119
年
を
迎
え
、

卒
業
生
も
約
３
５
，０
０
０
名

を
輩
出
し
、
全
国
各
地
で
各
界
、

各
層
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
来
年
の
6
月
に
は
創
立
120
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
学
校
・

同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
あ
わ
せ
て
記

念
事
業
の
計
画
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
も
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
ご

退
職
さ
れ
た
馬
場
園
茂
生
前
校

長
の
後
任
と
し
て
参
り
ま
し
た

児
玉
幸
子
と
申
し
ま
す
。
創
立
以

来
119
年
の
輝
か
し
い
歴
史
を
有

す
る
小
倉
西
高
等
学
校
で
、
品

格
あ
る
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

さ
ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に
、
職

員
・
生
徒
諸
君
と
共
に
粉
骨
砕

身
が
ん
ば
る
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
本

校
卒
業
生
で
あ
り
ま
す
白
木
周

一
教
頭
先
生
、
宮
原
優
一
事
務

長
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
生
徒
会
が

「B
reakthrough

～
自
分
の
意

思
で
切
り
開
く
道
～
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
の
創
立
120
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
勉
学
は
も
と
よ
り

学
校
行
事
や
部
活
動
で
も
新
し

い
こ
と
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
、

い
ろ
い
ろ
な
壁
を
打
破
し
て
躍

進
し
て
い
く
一
年
に
し
よ
う
と

い
う
決
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
120

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

新
し
く
整
備
さ
れ
た
中
庭
で
は
、

昼
休
み
に
は
ベ
ン
チ
で
生
徒
が

お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
語
り
合

い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

120
周
年
記
念
式

典
に
向
け
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た

小
倉
西
高
等
学
校
に
な
る
よ
う

に
、
職
員
と
生
徒
が
一
丸
と
な
っ

て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
3
月
に
卒
業
し

た
69
期
生
の
進
路
実
績
で
す
が
、

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
実
に
立

派
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
へ
の
合

格
は
、
99
名
が
現
役
合
格
を
果

た
し
、
卒
業
生
も
合
わ
せ
る
と

103
名
の
生
徒
が
国
公
立
大
学
へ

進
学
い
た
し
ま
し
た
（
別
表
1
）。

ま
た
、
私
立
大
学
へ
も
多
数
の

合
格
者
が
出
ま
し
た
（
別
表
2
）。

ま
た
、
公
務
員
・
就
職
等
に
つ
い

て
も
、
北
九
州
市
、
下
関
市
等
に

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
、
先
生
方
の
熱
心
な
ご

指
導
と
生
徒
諸
君
の
努
力
の
賜

で
す
が
、
生
徒
諸
君
が
高
い
志
を

持
ち
粘
り
強
く
努
力
を
重
ね
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
先
輩
諸

氏
が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
伝
統

と
良
き
校
風
の
お
か
げ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
現
在
の
在
校
生

も
先
輩
に
負
け
な
い
よ
う
に
決

意
を
新
た
に
し
、
高
い
志
を
持
っ

て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
部
活
動
に
つ
い
て
も
、

加
入
率
が
90
％
に
達
す
る
よ
う

に
な
り
、
各
部
が
輝
か
し
い
実

績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
体
育
部

で
は
、
水
泳
部
が
男
子
・
女
子

と
も
個
人
で
九
州
大
会
へ
の
出

場
を
果
た
し
、
弓
道
部
、
剣
道
部
、

水
泳
部
、
卓
球
部
、
テ
ニ
ス
部
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
が
県
大
会
出
場
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
文
化
部
で
は
、
写

真
部
が
九
州
大
会
に
出
場
し
、
県

大
会
（
県
高
文
祭
）
に
は
、
写

真
部
、
書
道
部
、
吹
奏
楽
部
（
独

奏
）、
ア
ー
ト
部
、
放
送
部
が
出

場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
各
自
が

部
活
動
で
個
性
を
伸
ば
し
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
み
、
良
き
校

風
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　
次
年
度
に
迎
え
る
創
立
120
周

年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

実
行
委
員
会
の
皆
様
と
連
携
し

な
が
ら
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。
中
庭
の
整
備
事
業
が
終
わ

り
、
現
在
は
、
記
念
誌
の
編
集

作
業
と
記
念
式
典
、
記
念
事
業

の
具
体
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

津
苑
会
と
学
校
が
一
丸
と
な
っ

て
120
年
の
歴
史
と
伝
統
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
に
な
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何
卒
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
津
苑

会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
6
月
に
創
立
120
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
同
窓
会

（
津
苑
会
）
と
し
て
も
、
学
校
主

催
と
は
別
に
同
窓
会
独
自
の
創

立
120
周
年
の
記
念
事
業
を
計
画

し
ま
す
。
同
窓
会
、
同
友
会
併
せ

て
、
①
学
校
施
設
整
備
、
②
在
校

生
へ
の
支
援
活
動
（
教
育
環
境
の

充
実
、
部
活
動
の
応
援
等
）、
③

校
史
資
料
室
の
展
示
資
料
の
更

新
な
ど
、
形
と
し
て
残
る
も
の
を

計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
13
年
か
ら

同
窓
会
会
員
名
簿
発
刊
の
更
新

を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
120

周
年
を
記
念
し
て
名
簿
の
整
理

を
目
的
に
発
刊
い
た
し
ま
す
。
卒

業
生
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
名
簿
の
発
刊
を
平
成
30
年
6
月

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
29
年
8
月
以
降
、
卒
業
生

の
皆
様
に
調
査
ハ
ガ
キ
が
発
送
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
ハ
ガ
キ
は
、
お
名
前
以

外
の
項
目
に
つ
い
て
、
名
簿
へ
の
掲

載
の
可
否
に
つ
い
て
も
ご
記
入
い

た
だ
け
る
欄
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
名
簿
の
発
刊
に
つ
き
ま

し
て
は
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
防
止
の
た
め
、
電
話
連
絡
は
行
わ

な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
名
簿
の
販
売
予
定
価
格
は

1
冊
４
０
０
０
円
（
税
込
）。
詳
細

は
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
必
ず
同
窓
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
学
校
と
と
も
に
中
庭
の

整
備
事
業
を
実
施
し
、
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年

は
17
年
ぶ
り
に
同
窓
生
名
簿
の

発
刊
や
同
窓
会
と
し
て
記
念
事

業
を
計
画
中
で
す
。
多
く
の
同

窓
生
と
と
も
に
そ
の
長
年
の
校

史
を
お
祝
い
し
、
記
念
に
残
る

年
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
、
ご
協
力
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
津
苑
会
入
会

式
で
は
新
た
に
高
校
69
期
卒
業

生
233
名
の
新
会
員
を
迎
え
ま
し

た
。
ま
た
、
席
上
第
6
回
津
苑

会
賞
の
授
与
を
行
い
、
生
徒
1

名
に
記
念
品
を
贈
呈
し
表
彰
し

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
生
徒
の

社
会
人
と
し
て
の
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
総
会
も
米
寿
を
迎
え

発　　行
福岡県立小倉西高等学校

津  苑  会
小倉北区下到津5丁目7-1

TEL 093-581-9387

九州大学 1名
広島大学 3名
北九州市立大学 44名
九州工業大学 7名
山口大学 8名
大分大学 3名
佐賀大学 2名
長崎大学 3名
九州歯科大学 1名

別表 1　主な合格実績【国公立大学】

早稲田大学 2名
同志社大学 2名
関西大学 3名
立命館大学 6名
西南学院大学 25名
福岡大学 63名

別表 2　主な合格実績【私立大学】

中庭の完成セレモニー

平成30年6月に小倉西高等学校は

創立120周年を迎えます。
平成30年6月に小倉西高等学校は

創立120周年を迎えます。

120
周
年
の
記
念
事
業
の

お
知
ら
せ 

（
同
窓
会
主
催
）

同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
刊
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福
岡
支
部
長

三
村  

明
生
（
高
校
18
期
）

福岡支部

　
本
日
、
津
苑
会
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
当
番
期
で
あ
る
高
校
45
期
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
の
東
京
支
部
総
会
は
、
7
月
8
日

（
土
）
に
ク
ル
ー
ズ
・
ク
ル
ー
ズ
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
当
番
期
高
校
30
期
の
有
志
が
最
終
準

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
東
京
支
部
総
会
が
始
ま
っ
て
以

来
、
初
め
て
横
浜
で
の
開
催
で
す
。
神
奈

川
県
在
住
の
会
員
も
多
く
、
近
年
同
様
に

200
名
以
上
の
参
加
者
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
京
支
部
の
昨
年
度
の
活
動
状
況
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昨
年
の
東
京
支
部
総
会
は
、
虎
の
門
・
東
海
大
学
校
友
会
館
に
お
い
て
（
Ａ

Ｍ
11:

30
～
Ｐ
Ｍ
14:

00
）
開
催
さ
れ
、
参
加
者
258
名
で
大
い
に
盛
り
あ
が
り

ま
し
た
。
当
番
期
高
校
29
期
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
役
員
会
・
幹
事
会
を
年
3
回
（
10
月
、
３
月
、
6
月
）
開
催
、
当
番
期
へ

の
引
継
、
会
計
報
告
、
総
会
準
備
等
の
会
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
毎
回
、

懇
親
会
を
開
き
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手
会
員
の
発
掘
に
向
け
て
、

期
を
越
え
て
繋
が
り
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
支
部
企
画
委
員
会
の
昨
年
の
行
事
は
、
10
月
22
日
（
土
）
に
柴
又
散
策
と

寅
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学
を
行
な
い
ま
し
た
。
高
校
12
期
か
ら
32
期
ま
で

の
参
加
者
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
右
下
写
真
は
柴
又
駅
前
の
「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
」
像
の
横
。

　
10
月
27
日
（
木
）
に
、恒
例
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
千
葉
の
「
南
総
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
」
に
お
い
て
開
催
。
今
回
は
11
回
目
で
初
め
て
他
校
の
参
加
も
あ
り
、

晴
天
の
も
と
和
気
藹
々
と
楽
し
く
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
次

回
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
津
苑
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
関
西
支
部
総
会
は
平
成
28
年
10
月
15
日
大
阪
梅

田
の
阪
急
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
「
さ
つ
き
」
の
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
井
村
前
会
長
の
後
任
と
し
て

会
長
に
就
任
、
初
め
て
の
総
会
を
経
験
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
総
会
は
出
席
者
が
25
名
で
し
た
の

で
、
一
人
で
も
多
く
と
考
え
、
30
名
以
上
を
目
標

に
声
掛
け
し
、
結
果
的
に
は
29
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
当
日
は
本
部
か
ら
来
賓
と
し
て
馬
場
園
校
長
、

本
部
役
員
を
迎
え
、
ま
た
、
本
部
総
会
当
番
期
の

代
表
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
総
会
準
備
は
、
西
岡
さ
ん
（
高
校
18
期
）・
明

石
君
（
高
校
26
期
）・
松
本
君
（
高
校
38
期
）
達

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
役
員
4
人
で
企
画
相
談
を

行
い
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
る
中
、
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
懇
親
会
の
途
中
、
高
校
12
期
の
織

畠
さ
ん
（
日
本
音
楽
ヘ
ル
パ
ー
協
会
）
の
エ
レ
ク

ト
ー
ン
と
私
の
尺
八
で
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
　
グ
レ

イ
ス
」、
織
畠
さ
ん
の
指
導
で
「
手
話
歌
体
操
」

を
行
い
、
会
場
の
皆
さ
ん
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
関
西
支
部
で
は
、
以
前
は
総
会
を
2
年
に
1
度

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
年
前
か
ら
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
総
会
は
11
月
12
日

（
日
）
午
後
1
時
か

ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ビ
ア
大
阪
20
階

「
鶴
寿
」
で
開
催
予

定
を
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、

関
西
地
区
に
お
住

い
の
同
窓
生
に
声

を
か
け
て
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
ご
出
席

を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
平
成
29
年
度
津
苑
会
総
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
開
催
に
ご
尽
力
頂
い
た
高
校

45
期
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
昨
年
度
の

福
岡
支
部
総
会
は
128
名
も
の
出
席
者
を
迎
え
大
盛

会
と
な
り
ま
し
た
。
幹
事
の
高
校
28
期
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
総
会
で
は
特
別
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
を
企
画
し
、
高

女
48
期
の
原
口
副
会
長
、
野
村
様
よ
り
当
時
の
高

女
生
活
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
何
と
高
女
で

は
日
本
初
と
い
う
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
さ
れ

た
お
話
や
入
試
に
ま
つ
わ
る
木
原
ヤ
エ
先
生
の
お

話
な
ど
興
味
尽
き
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
披
露
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
多
く
の
大
会
で
受
賞
歴
の
あ
る

華
道
家
山
本
省
吾
氏
（
高
校
28
期
）
に
よ
る
フ
ラ

ワ
ー
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
華
麗
で
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
創
作
生
け
花
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
の
合
間
に
は
、
同
じ
く
高
校
28
期
の
塩
田

厚
氏
の
ベ
ー
ス
演
奏
で
さ
ら
に
会
場
の
雰
囲
気
が

盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。

　
今
年
も
10
月
７

日（
土
）、
昨
年
と

同
じ
会
場
ホ
テ
ル

レ
オ
パ
レ
ス
博
多

に
て
高
校
29
期
幹

事
で
支
部
総
会
の

開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、

多
数
の
同
窓
生
の

ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

1）創立120周年記念事業準備委員会（高校主催）が発足しました。
　記念事業の一環として、昨年10月には中庭の整備事業を行い、生徒が利用できる
ベンチを設置しました。今後は、学校主体で記念誌発行などを順次進める予定です。
　なお、学校主催の記念式典は平成30年11月に小倉北区内のホテルで開催される
予定です。

2）寄贈（H28.6～H29.4）
①平成28年度総会当番期（高校44期）から総会当日津苑会へのお礼と事務用品の

寄贈がありました。
②平成28年度総会当番期が「ふくさ」校名入りの販売をおこない、収益金を学校

部活動の応援として寄贈しました。（H28年9月）
③平成28年度米寿（高女45期）及び喜寿（高校9期）の皆さまから総会終了後に寄

贈がありました。
④高女44期から、寄付がありました。
以上の方から寄贈がありました、ありがとうございました。

3）「グッバイエレジー」映画完成【監督：三村順一（高校19期）】
　映画は昨年夏から、地元北九州市でオールロケが行われ、完成しました。昨年

12月にはプレミア上映会が小倉昭和館などで行われ、当日は三村監督と出演され
た主演の吉田栄作さんも登壇、多くの同窓生もかけつけました。また、平成29年3
月に一般公開されました。昨年から、チケットの購入などでご協力いただきました
同窓生の皆様にお礼申し上げます。

● 吹奏楽部へ「楽器」の贈呈
　平成28年12月22日に、
高校12期卒業生で吹奏楽部
ＯＢの山本厚生様（津苑同
友会会長）から吹奏楽部へ
楽器（バスクラリネット）

の贈呈されました。
　山本厚生様から、吹奏楽部への贈呈
の申し出があり、顧問・生徒から長年
希望がありましたバスクラリネットを
贈呈しました。当日、体育館へ全校生
徒が集まる中、授与式が行われ、山本様から現役生徒に対して講演がありました。
これからも伝統ある吹奏楽部のますますの活躍を期待しています。

帝釈天門前通り

H28　関西支部総会

高校9期　喜寿の皆様

H28　福岡支部総会

H28　東京支部総会
東
京
支
部
長

関
西
支
部
長

長
谷
川  

隆
（
高
校
20
期
）

高
橋  

輝
久
（
高
校
18
期
）

支 部 だ よ り
東京支部

関西支部

平成 29 年度津苑会事務局だより
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学生たちとともに。地域社会をマネジメント

教授の原点は…

北九州市立大学
地域創生学群　学群長

　民間企業サラリーマンを経て、現在は大学教
授としてご活躍の眞鍋さん。全国的にも珍しい北
九州市立大学の地域創生学群をけん引し、地域
と連携したプロジェクト等も積極的にマネジメン
トされています。

ハンド一筋の高校時代
　中学時代に始めたハンドボールを「もっと上手く
なりたい、強いチームでプレーしたい」という想い
から小倉西高校に入学しました。高校時代は文字通
り「ハンド一筋」。名将、山形久先生のご指導の下、
夏休みの炎天下での猛練習、冬は外周ランニングの
後に金毘羅山ラン、そして坂道ダッシュ。学校に帰
り着く頃には足が上がらないほど厳しいトレーニングの毎日でした。そんな中で
も特に印象に残っているのが、OBの先輩方との練習試合。週2～3回、通常の練習
が終わった時間に先輩方が集合。夜遅くまで練習に付き合ってくださいました。
若松高校との合同OBチームである「北九州クラブ」は、当時国体の常連ともなっ
ていた強豪チーム。そんな方々と練習させていただいたことで、私たちも力をつ
けることができました。最後のインターハイは県大会決勝で敗退。私たちの代は
九州大会出場という成績で終わり、目指していたインターハイ優勝は叶いません
でした。「勝負は結果を出さないと意味がない」「倒れた後、立ち上がるために1
歩を踏み出す力が本当の力」ということをこの時に強く学びました。この山形先
生の教えは今でも私の原点です。

仕事しながら勉強する！
　引退後の猛勉強が運よく実り、熊本大学に合格
することができました。大学では体育会ハンドボー
ル部の活動の傍ら、社会の仕組みを勉強しようとア
ルバイトを数多く経験しました。しかし、就職活動
の時期になっても自分のやりたいことが分らず悩ん
でいました。そんな時、大学の先輩が就職していた

株式会社リクルート(当時)との出会いがありました。同社は多彩な事業を展開し
ているために、自分がやりたいことを見つけることができるのではないかと考
えて入社することにしました。最初は第一線の広告営業。バブル経済崩壊後の
非常に厳しい時代でしたが、高校時代に学んだ教訓や鍛えた体力のおかげで何
とかやり遂げることができたと思っています。仕事をする中で、学校教育、特に
進路指導やキャリア教育の在り方に疑問を感じるようになり、教育について学
んでみようと、働きながら大学通信課程に入学しました。東京本社に移っても
勉強を続け、30代半ばで高等学校の教員免許を取得しました。

北九大での挑戦と北九州愛♥
　その後縁あって、14年務めたリクルートを退職し、北九
州市立大学の教員となりました。現在は平成21年に設置
された「地域創生学群」で地域貢献と学生教育を両立する
地域実践型教育を展開しています。学生たちがチームを組
み、地域の諸課題を地域の方々と一緒に解決に向けて行動
する、この行動から学生たちの学びや成長を促していくと
いう教育です。しかも、そのことが地域の活性化にも寄与
するという一石二鳥とも言える仕組みで、地方創生の一つ
のモデルであると考えています。商店街の活性化、耕作放棄地を利用した農
業、子どもの学習支援、障害者スポーツ、高齢者の運動促進、環境問題解決な
ど、様々な地域課題、社会的な課題に対して学生たちが活動しています。北九
州のことが嫌いで外に飛び出していきましたが、Uターンしてみて数多くの地
域の方々と触れ合うことで、本当に北九州は素晴らしいまちであると実感して
います。市民の皆さんが「シビックプライド」を抱き、地域の課題に対して楽し
んで活動している姿は、北九州の宝だと思います。

高校生諸君へ
　松下幸之助は「失敗は途中であきらめること。成功するまでやればいい」と
言ったそうです。自分の限界を決めずに、思いっきり没頭して欲しいと思いま
す。勉強でもいい、部活でもいい、社会貢献活動でもいい、何でもいいと思いま
す。圧倒的な成果を出すことができるように、とことん没頭してください。結果
はついてくると思います。

活躍してます卒業生

◆ 津 苑 会 賞 ◆

★ 高 女 新 年 会 ★

　平成 29年 2月 28 日、本校体育館において「津苑会賞」の表彰式が行われました。
「津苑会賞」は在校中、模範となるような活動・功績のあった生徒もしくは団体を津
苑会から表彰するもので、今回で 5回目を迎えます。
　平成 28 年度（高校 69 期）卒業生の受賞者は 3年 1 組佃智義（ツクダトモヨシ）
さんです。佃さんは、入学当時から礼儀正しく、
何事に対しても真摯な態度で臨み、非常に好
感の持てる生徒で、又高校 3年間無遅刻・無
欠席の出席皆勤を達成しました。部活動にお
いては放送部に所属し、全校集会や学校行事
等において大役を果たし、絶大な信頼を得て
いました。卒業後の津苑会の学年代表幹事に
も推薦されました。
　佃さんの3年間の努力と精進を讃え、今後も
活躍されることを期待しています。

　平成29年 1月14日（土）、小倉高女新年会がステーションホテル
小倉で開催されました。出席は高女卒業生72名、来賓として津苑会
から塩田会長、馬場園校長、他役員11名、出席者85名で盛大に行
われました。今年の最高齢の出席者は高女39期（94歳）の先輩でした。
　会冒頭、物故者への黙祷を行い、塩田会長と来賓の馬場園校長のあ
いさつではじまり、山口綾子様（高女39期）に今年も祝儀舞を舞っていただき、続いて
尺八「春の海」を吉田秦山様（高校5期）が演奏されました。
　懇親会での余興は、日本舞踊山口綾子様、尺八演奏吉田秦山様に続き、高女49期小
笠原トキ子様同期10数名が楽しいレクリエーションダンスを披露しました。恒例の抽

選会で、会場は大いに盛り上がりました。吉田秦山様からは手作りの尺
八のプレゼントがありました。
　会場内では平成29年度津苑総会当番期の代表の皆さんが、総会のご
案内と在校生応援のための記念品販売のお知らせを行いました。
　最後に全員で小倉高女校歌を元
気よく唄い、閉会となりました。

　終了後、昨年作成した高女旗を掲げて参加者
全員で記念撮影を行いました。
　来年も高女新年会を予定しています。
　多くの高女の先輩のご出席をお待ちしています。

「西高ハンド部、キャプテン！」

高校40期  眞鍋和博さん

高校時代のコトやサラリーマン時代のコト、そして現在のコト。
お話していただきました。

ゴルフコンペ

同友会総会今さら聞けない
マイナンバーの話

暑気払い＆当番期
お疲れ様会

今さら聞けない今さら聞けない今さら聞けない今さら聞けない今さら聞けない
青年部主催

暑気払い＆当番期暑気払い＆当番期暑気払い＆当番期暑気払い＆当番期暑気払い＆当番期
青年部主催

九州ゴルフ倶楽部で33名の参加でした。
優勝は吉武哲生さ
ん（高校11期）。
新緑に笑顔が映え、
楽しい一日でした。

ホテルクラウンパレス小倉にて開催、参加者
70名。
映画監督の三村順一さん（高校19期）によ
る「グッバイエレジー」の完成報告も行われ
ました。懇親会では今年度当番幹事の高校45
期の皆さんが総会のPRを行いました。

焼肉酒家牛さくら本店に
て、42名の参加で平成28
年度当番期の皆さんを労
うと共に、会員の親睦を
深めることができました。

リーガロイヤルホテルにて24名の参加で
した。
社会保険労務士の吉岩真理さん（高校41期）
を講師に迎え、セミナーを開催しました。
その後、花火を楽しみながらの懇親会で交
流を深めました。

／ ／

／ ／

5 7

2 11

27 29

20 24

FRI FRI

SAT THU

● 若い会員の皆様も大歓迎！ご入会お待ちしております。
● ご入会の希望の連絡は　津苑会事務局　（581-9387）
■ 幹事　金丸（高校36期）、鮎川（高校39期） までお願い申し上げます。

～平成28年度の活動～
津苑同友会だより

眞鍋先生の今後いっそうのご活躍をお祈りいたしております。（高34期 末次・高44期 福田）



喜寿のお祝いを申し上げます ますますのご健勝をお祈りいたします。

思
い
出

　
昭
和
16
年
4
月
、
憧
れ
の
小
倉
高
女
に
入
学
。
す
で
に
二
人
の
姉
も
卒

業
や
通
学
中
な
の
で
、
親
し
み
も
多
か
っ
た
。

入
学
し
て
す
ぐ
の
音
楽
テ
ス
ト
に
び
っ
く
り
。
先
生
の
弾
か
れ
る
ハ
ホ
ト

（
ド
ミ
ソ
）
、
ハ
ヘ
イ
（
ド
フ
ァ
ラ
）
、
ロ
ニ
ト
（
シ
レ
ソ
）
の
三
和
音

の
五
線
紙
に
よ
る
記
譜
。
理
解
出
来
ず
白
紙
提
出
。
附
属
小
学
校
よ
り
来

た
友
達
が
記
譜
し
、
誇
ら
し
げ
な
顔
に
出
身
学
校
差
を
感
じ
た
。
四
年
生

の
姉
に
早
朝
音
楽
室
で
特
訓
を
受
け
た
。
（
敵
機
来
襲
の
爆
音
を
聞
き
分

け
る
音
感
教
育
の
一
環
で
あ
る
）

　
陸
上
部
に
入
部
し
、
上
級
生
の
厳
し
い
ご
指
導
の
中
に
優
し
さ
を
感

じ
、
卒
業
で
残
し
て
行
か
れ
た
先
輩
の
ス
パ
イ
ク
を
借
り
、
鞘
ヶ
谷
競
技

場
で
小
倉
高
女
生
と
し
て
初
め
て
400
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
出
場
し
、
入
賞

し
た
事
。
浴
衣
の
早
縫
競
争
。
葱
の
ひ
げ
根
調
理
等
忘
れ
る
こ
と
が
出
来

な
い
。

　
毎
月
1
日
、
到
津
八
幡
社
で
の
皇
居
遥
拝
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
祈

願
、
校
歌
斉
唱
。
又
、
十
里
行
軍
で
裏
門
司
、
曽
根
を
通
過
し
て
帰
校
。

運
動
場
の
芝
生
で
夕
空
を
仰
い
だ
事
、
稲
刈
り
で
お
握
り
2
個
を
戴
い
た

事
、
何
も
か
も
新
鮮
で
あ
っ
た
。

　
戦
果
の
拡
大
と
共
に
、
英
語
教
育
の
中
止
、
城
野
兵
器
補
給
所
、
山
田

弾
薬
庫
へ
の
奉
仕
か
ら
、
遂
に
一
組
か
ら
四
組
迄
は
小
倉
陸
軍
造
兵
廠

へ
、
五
組
は
学
園
工
場
で
働
く
。

　
旋
盤
工
と
し
て
造
兵
廠
で
16
ミ
リ
機
関
砲
を
作
る
作
業
で
、
学
徒
動
員

令
と
共
に
昼
勤
夜
勤
と
、
一
週
間
交
替
で
実
施
さ
れ
た
。
工
場
内
は
、
特

攻
隊
出
撃
の
様
子
、
陸
海
軍
大
本
営
発
表
の
戦
果
や
、
「
海
行
か
ば
水
漬

く
屍
」
の
曲
が
流
れ
、
空
襲
警
報
、
敵
機
来
襲
で
も
旋
盤
を
離
れ
る
事
は

な
か
っ
た
。

　
昭
和
20
年
3
月
31
日
、
警
戒
警
報
中
に
卒
業
式
挙
行
。
卒
業
証
書
授
与

で
空
襲
警
報
発
令
、
城
戸
校
長
先
生
は
早
く
早
く
の
手
振
り
で
あ
っ
た

が
、
日
頃
の
慣
れ
で
全
員
の
卒
業
証
書
等
受
け
取
り
、
私
の
着
席
で
式
は

終
了
し
た
。

　
昭
和
63
年
11
月
2
日
、
43
年
ぶ
り
に
卒
業
式
が
あ
り
、
田
中
丈
比
古
校

長
先
生
よ
り
、
又
、
代
表
で
卒
業
証
書
を
戴
き
、
安
増
さ
ん
の
答
辞
も
あ

り
、
嬉
し
か
っ
た
。

通
学
の
モ
ン
ペ
懐
か
し
麦
の
風

（
酒
井
桃
香
先
生
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
弾
丸
モ
ン
ペ
）

油
汗
滲
む
学
徒
や
旋
盤
工
（
小
倉
陸
軍
造
兵
廠
）

　
私
共
は
先
輩
諸
姉
の

努
力
研
鑽
の
結
果
で
、

社
会
に
出
て
も
小
倉
高

女
卒
業
と
い
う
事
で
一

目
も
二
目
も
置
か
れ
る

存
在
で
あ
っ
た
。

今
　
里
　
万
里
子

上

田

元

子

筒

井

悦

代

椋
　
木
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美
枝
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田
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恵

倉

田

　

香

西

村
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子

生
　
野
　
世
津
子

松

本

稔

子

河

奈

知

子

山
　
口
　
テ
イ
子

久

篠

テ

ル

出
　
田
　
カ
ツ
子

上

田

陽

子

濱

田

和

子

内

山

禎

子

江
　
藤
　
ツ
ツ
ム

利

島

和

子

中

山

昭

代

柿
　
本
　
喜
久
子

岩

元

洋

子

和

田

典

子

井
　
上
　
ト
シ
ヱ

小

野

富

子

矢

原

愛

子

村

川

昭

子

諸

岡

京

子

西

村

恭

子

大

津

朝

子

甲

木

貞

子

中

西

文

子

川

辺

禮

子

佐
々
木
　
喜
　
子

熊

谷

和

枝

斉

藤

寿

子

大

松

澄

子

廣
　
田
　
千
穂
子

岩

猿

雅

子

井

本

初

美

中

尾

紀

子

木
　
原
　
タ
ツ
ノ

安

元

信

子

日

吉

節

子

藤

澤

泰

代

間
　
　
　
ア
ヤ
子

井
　
上
　
恵
美
子

黒

田

呆

子

下

松

京

子

後

藤
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子

吉

本

福

子
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瀬

　

緑

木

村
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阪
　
本
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ヨ

久

村

好

子

佐

伯

寿

子

相
　
良
　
美
夫
子

林

　

典

子

篠

原

　

睦

筬

島

知

子

原
　
口
　
美
恵
子

松
　
永
　
千
鶴
子

三
　
苫
　
万
里
江

羽
　
島
　
矢
慧
子

田

口

静

江

田
　
辺
　
恵
美
子

高

塚

文

江

守

田

　

靖

高
　
浜
　
八
重
子

田
　
川
　
美
智
子

武

村

和

子

池

田

通

子

田

代

芳

子

田

村

　

旬

渡

辺

杏

子

矢
津
田
　
モ
ト
ニ

寺

沢

弘

子

近

藤

綾

子

大
　
江
　
加
代
子

石
　
井
　
美
代
子

安
　
斎
　
美
恵
子

原

口

公

子

松

本

澄

恵

中

野

幸

路

大

橋

典

子

藤

村

相

子

坂

井

利

子

長

尾

和

子

松

尾

典

世

伊
　
豆
　
寿
義
子

中
　
村
　
巳
代
子

池

田

照

子

永

田

和

子

松
　
井
　
ミ
サ
ヲ

原

田

綾

子

岩

田

ミ

チ

南
　
　
　
ア
ヤ
子

西
　
野
　
千
枝
子

安
　
田
　
多
賀
子

畑

間

幸

枝

内

田

和

子

坂

田

成

子

下

迫

光

子

岩
　
田
　
ス
ミ
子

黒

川

千

里

飯
　
田
　
八
重
子

川

村

芳

子

開

田

敏

子

白

石

淳

子

古
　
賀
　
ヒ
サ
子

福
　
島
　
美
沙
子

高

橋

好

枝

藤

村

律

子

大
　
崎
　
喜
久
代

成
　
清
　
ト
ク
子

喜
寿
を
迎
え
て
思
う
こ
と

　
今
般
は
高
校
10
期
の
卒
業
の
私
共
に
対
し
、
喜
寿
の
御
祝
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
共
は
戦
後
の
昭
和
23
年
に
発
足
し
た
新
制
高
等
学
校
の
丁
度
10
年
目
の
卒
業
生

で
す
。
前
身
の
小
倉
高
等
女
学
校
よ
り
男
女
共
学
の
県
立
小
倉
西
高
等
学
校
へ
と
変

わ
り
、
小
倉
高
女
の
よ
き
伝
統
と
校
風
を
基
に
、
新
し
い
高
等
学
校
の
確
立
へ
と
、

先
生
方
そ
し
て
高
校
第
１
期
以
来
の
先
輩
方
が
情
熱
を
傾
け
て
来
ら
れ
た
最
初
の
10

年
目
の
節
目
に
当
た
り
、
又
津
苑
会
の
歴
史
120
年
の
丁
度
真
ん
中
の
時
期
に
３
年
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
言
う
な
れ
ば
西
高
の
歴
史
の
中
興
の
時
期
を
過
ご
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
戦
後
復
興
が
よ
う
や
く
途
に
つ
い
た
時
期
に
３
年
間
の
高
校
生
活
を

送
り
ま
し
た
が
、
何
事
に
も
関
心
が
強
く
又
問
題
意
識
が
大
変
強
い
生
徒
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
生
徒
会
活
動
は
も
と
よ
り
、
文
化
祭
、
運
動
会
、
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
、
修
学
旅
行
等
会
合
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
準
備
で
は
常
に
議
論
百

出
、
口
渇
唾
を
飛
ば
し
、
時
に
は
紛
糾
し
、
立
ち
往
生
の
様
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ

し
て
時
に
は
行
動
が
行
き
過
ぎ
、
学
校
よ
り
大
目
玉
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
熱
い
の
は
生
徒
だ
け
で
な
く
、
福
岡
県
下
共
学
高
校
で
最
初
に
導
入
さ
れ
た

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、
職
員
会
議
が
２
日
に
渡
り
議
論
さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。

　
振
り
返
れ
ば
、
み
な
熱
く
、
懐
か
し
く
も
、
楽
し
い
多
く
の
思
い
出
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
人
生
の
中
で
の
最
も
多
感
で
、
心
身
共
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
の
時
期
は
、
私
共

の
人
生
の
大
切
な
岐
路
の
時
期
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
１
つ
は
生
業
（
進
路
）
を
少
な
か

ら
ず
具
体
化
す
る
時
期
で
も
あ
り
、

２
つ
目
は
生
き
方
（
人
間
形
成
）
を

模
索
し
始
め
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。
又
お
蔭
さ
ま
で
生
涯
の
友
が
多

数
出
来
た
の
も
こ
の
時
期
で
し
た
。

今
は
も
う
こ
こ
に
居
な
い
先
生
方
の

他
校
に
負
け
な
い
気
概
の
熱
心
な
指

導
や
授
業
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
津
苑
会
総
会
の
昭
和
57
年
の
当
番

幹
事
、
東
京
支
部
総
会
当
番
幹
事
に

は
全
国
だ
け
で
な
く
海
外
よ
り
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
が
多
数
集
合
し
西
高
の
意

気
軒
昂
謳
い
ま
し
た
。
毎
年
総
会

後
は
必
ず
10
期
会
を
開
き
、
又
50
歳
、
還
暦
、

古
希
の
節
目
に
は
宿
泊
付
の
会
合
を
開
催
し
お

互
い
の
盛
栄
と
健
康
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
僅
か
３
年
間
の
高
校
生
活
で
し
た
が
得
る

も
の
が
非
常
に
多
く
、
今
振
り
返
っ
て
み
る
と

私
共
は
人
生
を
心
豊
か
に
送
り
、
こ
こ
に
喜
寿

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
小
倉
西
高
の
３

年
間
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
心
底
思
っ
て
い
ま

す
。
卒
後
私
共
は
「
小
倉
西
高
出
身
で
す
」
と

胸
を
張
っ
て
言
っ
て
き
ま
し
た
。
３
年
間
の
大

切
さ
を
、
今
日
生
徒
指
導
に
携
わ
る
先
生
方
、

そ
し
て
西
高
の
後
輩
諸
君
が
疎
か
に
過
ご
す
こ

と
の
無
い
よ
う
に
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
心
よ

り
祈
っ
て
い
ま
す
。

寿
米

寿
喜

高
女
46
期
生
【
昭
和
20
年
卒
業
】

　
渡
邉
　
常
子

高
校
10
期
生
一
同
【
昭
和
33
年
卒
業
】

米寿のお祝いを申し上げます ますますのご健勝をお祈りいたします。

昭和57年　総会当番幹事参加者と同輩秋元賢也君への
友情出演の寺内たけしとブルージーンズと共に

平成20年　卒後50年　10期会（宗像市）
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井
　
智
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子

井
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子
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木
　
ヱ
イ
子
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崎
　
ト
モ
子

井
　
手
　
フ
サ
子

小
　
野
　
美
佐
子

吉

永

絢

子

横

山

照

代

山

縣

澤

子

安

井

幸

子

安

田

和

子

山

内

光

子

山
　
川
　
日
差
枝

大

橋

節

子

吉
　
岡
　
タ
ツ
ミ

野
　
杉
　
美
知
子

柴
　
田
　
ツ
ネ
子

安
　
増
　
美
喜
子

渡

邉

常

子

西

川

信

子

今
　
北
　
智
恵
子

２
０
０
１
年
会
員
名
簿
よ
り
記
載

（
順
不
同
）

喜寿のお祝いを申し上げます ますますのご健勝をお祈りいたします。

思
い
出

　
昭
和
16
年
4
月
、
憧
れ
の
小
倉
高
女
に
入
学
。
す
で
に
二
人
の
姉
も
卒

業
や
通
学
中
な
の
で
、
親
し
み
も
多
か
っ
た
。

入
学
し
て
す
ぐ
の
音
楽
テ
ス
ト
に
び
っ
く
り
。
先
生
の
弾
か
れ
る
ハ
ホ
ト

（
ド
ミ
ソ
）
、
ハ
ヘ
イ
（
ド
フ
ァ
ラ
）
、
ロ
ニ
ト
（
シ
レ
ソ
）
の
三
和
音

の
五
線
紙
に
よ
る
記
譜
。
理
解
出
来
ず
白
紙
提
出
。
附
属
小
学
校
よ
り
来

た
友
達
が
記
譜
し
、
誇
ら
し
げ
な
顔
に
出
身
学
校
差
を
感
じ
た
。
四
年
生

の
姉
に
早
朝
音
楽
室
で
特
訓
を
受
け
た
。
（
敵
機
来
襲
の
爆
音
を
聞
き
分

け
る
音
感
教
育
の
一
環
で
あ
る
）

　
陸
上
部
に
入
部
し
、
上
級
生
の
厳
し
い
ご
指
導
の
中
に
優
し
さ
を
感

じ
、
卒
業
で
残
し
て
行
か
れ
た
先
輩
の
ス
パ
イ
ク
を
借
り
、
鞘
ヶ
谷
競
技

場
で
小
倉
高
女
生
と
し
て
初
め
て
400
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
出
場
し
、
入
賞

し
た
事
。
浴
衣
の
早
縫
競
争
。
葱
の
ひ
げ
根
調
理
等
忘
れ
る
こ
と
が
出
来

な
い
。

　
毎
月
1
日
、
到
津
八
幡
社
で
の
皇
居
遥
拝
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
祈

願
、
校
歌
斉
唱
。
又
、
十
里
行
軍
で
裏
門
司
、
曽
根
を
通
過
し
て
帰
校
。

運
動
場
の
芝
生
で
夕
空
を
仰
い
だ
事
、
稲
刈
り
で
お
握
り
2
個
を
戴
い
た

事
、
何
も
か
も
新
鮮
で
あ
っ
た
。

　
戦
果
の
拡
大
と
共
に
、
英
語
教
育
の
中
止
、
城
野
兵
器
補
給
所
、
山
田

弾
薬
庫
へ
の
奉
仕
か
ら
、
遂
に
一
組
か
ら
四
組
迄
は
小
倉
陸
軍
造
兵
廠

へ
、
五
組
は
学
園
工
場
で
働
く
。

　
旋
盤
工
と
し
て
造
兵
廠
で
16
ミ
リ
機
関
砲
を
作
る
作
業
で
、
学
徒
動
員

令
と
共
に
昼
勤
夜
勤
と
、
一
週
間
交
替
で
実
施
さ
れ
た
。
工
場
内
は
、
特

攻
隊
出
撃
の
様
子
、
陸
海
軍
大
本
営
発
表
の
戦
果
や
、
「
海
行
か
ば
水
漬

く
屍
」
の
曲
が
流
れ
、
空
襲
警
報
、
敵
機
来
襲
で
も
旋
盤
を
離
れ
る
事
は

な
か
っ
た
。

　
昭
和
20
年
3
月
31
日
、
警
戒
警
報
中
に
卒
業
式
挙
行
。
卒
業
証
書
授
与

で
空
襲
警
報
発
令
、
城
戸
校
長
先
生
は
早
く
早
く
の
手
振
り
で
あ
っ
た

が
、
日
頃
の
慣
れ
で
全
員
の
卒
業
証
書
等
受
け
取
り
、
私
の
着
席
で
式
は

終
了
し
た
。

　
昭
和
63
年
11
月
2
日
、
43
年
ぶ
り
に
卒
業
式
が
あ
り
、
田
中
丈
比
古
校

長
先
生
よ
り
、
又
、
代
表
で
卒
業
証
書
を
戴
き
、
安
増
さ
ん
の
答
辞
も
あ

り
、
嬉
し
か
っ
た
。

通
学
の
モ
ン
ペ
懐
か
し
麦
の
風

（
酒
井
桃
香
先
生
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
弾
丸
モ
ン
ペ
）

油
汗
滲
む
学
徒
や
旋
盤
工
（
小
倉
陸
軍
造
兵
廠
）

　
私
共
は
先
輩
諸
姉
の

努
力
研
鑽
の
結
果
で
、

社
会
に
出
て
も
小
倉
高

女
卒
業
と
い
う
事
で
一

目
も
二
目
も
置
か
れ
る

存
在
で
あ
っ
た
。
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西
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篠
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子

安
　
田
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賀
子
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間
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枝
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田

和

子

坂

田

成

子
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迫

光

子

岩
　
田
　
ス
ミ
子

黒

川

千

里

飯
　
田
　
八
重
子

川

村

芳
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開

田

敏

子

白

石

淳

子

古
　
賀
　
ヒ
サ
子

福
　
島
　
美
沙
子

高

橋

好

枝
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村

律

子

大
　
崎
　
喜
久
代

成
　
清
　
ト
ク
子

喜
寿
を
迎
え
て
思
う
こ
と

　
今
般
は
高
校
10
期
の
卒
業
の
私
共
に
対
し
、
喜
寿
の
御
祝
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
共
は
戦
後
の
昭
和
23
年
に
発
足
し
た
新
制
高
等
学
校
の
丁
度
10
年
目
の
卒
業
生

で
す
。
前
身
の
小
倉
高
等
女
学
校
よ
り
男
女
共
学
の
県
立
小
倉
西
高
等
学
校
へ
と
変

わ
り
、
小
倉
高
女
の
よ
き
伝
統
と
校
風
を
基
に
、
新
し
い
高
等
学
校
の
確
立
へ
と
、

先
生
方
そ
し
て
高
校
第
１
期
以
来
の
先
輩
方
が
情
熱
を
傾
け
て
来
ら
れ
た
最
初
の
10

年
目
の
節
目
に
当
た
り
、
又
津
苑
会
の
歴
史
120
年
の
丁
度
真
ん
中
の
時
期
に
３
年
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
言
う
な
れ
ば
西
高
の
歴
史
の
中
興
の
時
期
を
過
ご
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
戦
後
復
興
が
よ
う
や
く
途
に
つ
い
た
時
期
に
３
年
間
の
高
校
生
活
を

送
り
ま
し
た
が
、
何
事
に
も
関
心
が
強
く
又
問
題
意
識
が
大
変
強
い
生
徒
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
生
徒
会
活
動
は
も
と
よ
り
、
文
化
祭
、
運
動
会
、
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
、
修
学
旅
行
等
会
合
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
準
備
で
は
常
に
議
論
百

出
、
口
渇
唾
を
飛
ば
し
、
時
に
は
紛
糾
し
、
立
ち
往
生
の
様
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ

し
て
時
に
は
行
動
が
行
き
過
ぎ
、
学
校
よ
り
大
目
玉
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
熱
い
の
は
生
徒
だ
け
で
な
く
、
福
岡
県
下
共
学
高
校
で
最
初
に
導
入
さ
れ
た

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、
職
員
会
議
が
２
日
に
渡
り
議
論
さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。

　
振
り
返
れ
ば
、
み
な
熱
く
、
懐
か
し
く
も
、
楽
し
い
多
く
の
思
い
出
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
人
生
の
中
で
の
最
も
多
感
で
、
心
身
共
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
の
時
期
は
、
私
共

の
人
生
の
大
切
な
岐
路
の
時
期
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
１
つ
は
生
業
（
進
路
）
を
少
な
か

ら
ず
具
体
化
す
る
時
期
で
も
あ
り
、

２
つ
目
は
生
き
方
（
人
間
形
成
）
を

模
索
し
始
め
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。
又
お
蔭
さ
ま
で
生
涯
の
友
が
多

数
出
来
た
の
も
こ
の
時
期
で
し
た
。

今
は
も
う
こ
こ
に
居
な
い
先
生
方
の

他
校
に
負
け
な
い
気
概
の
熱
心
な
指

導
や
授
業
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
津
苑
会
総
会
の
昭
和
57
年
の
当
番

幹
事
、
東
京
支
部
総
会
当
番
幹
事
に

は
全
国
だ
け
で
な
く
海
外
よ
り
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
が
多
数
集
合
し
西
高
の
意

気
軒
昂
謳
い
ま
し
た
。
毎
年
総
会

後
は
必
ず
10
期
会
を
開
き
、
又
50
歳
、
還
暦
、

古
希
の
節
目
に
は
宿
泊
付
の
会
合
を
開
催
し
お

互
い
の
盛
栄
と
健
康
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
僅
か
３
年
間
の
高
校
生
活
で
し
た
が
得
る

も
の
が
非
常
に
多
く
、
今
振
り
返
っ
て
み
る
と

私
共
は
人
生
を
心
豊
か
に
送
り
、
こ
こ
に
喜
寿

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
小
倉
西
高
の
３

年
間
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
心
底
思
っ
て
い
ま

す
。
卒
後
私
共
は
「
小
倉
西
高
出
身
で
す
」
と

胸
を
張
っ
て
言
っ
て
き
ま
し
た
。
３
年
間
の
大

切
さ
を
、
今
日
生
徒
指
導
に
携
わ
る
先
生
方
、

そ
し
て
西
高
の
後
輩
諸
君
が
疎
か
に
過
ご
す
こ

と
の
無
い
よ
う
に
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
心
よ

り
祈
っ
て
い
ま
す
。

寿
米

寿
喜

高
女
46
期
生
【
昭
和
20
年
卒
業
】

　
渡
邉
　
常
子

高
校
10
期
生
一
同
【
昭
和
33
年
卒
業
】

米寿のお祝いを申し上げます ますますのご健勝をお祈りいたします。

昭和57年　総会当番幹事参加者と同輩秋元賢也君への
友情出演の寺内たけしとブルージーンズと共に

平成20年　卒後50年　10期会（宗像市）

池

田

昭

子

福
　
田
　
美
代
子

青

木

良

子

神
　
田
　
嘉
寿
子

蓮
　
井
　
智
恵
子

松

田

典

子

鉄

尾

澄

子

井
　
原
　
佐
和
子

丸

谷

博

子

福

家

裕

子

前

田

耕

子

宮
　
木
　
ヱ
イ
子

北
　
崎
　
ト
モ
子

井
　
手
　
フ
サ
子

小
　
野
　
美
佐
子

吉

永

絢

子

横

山

照

代

山

縣

澤

子

安

井

幸

子

安

田

和

子

山

内

光

子

山
　
川
　
日
差
枝

大

橋

節

子

吉
　
岡
　
タ
ツ
ミ

野
　
杉
　
美
知
子

柴
　
田
　
ツ
ネ
子

安
　
増
　
美
喜
子

渡

邉

常

子

西

川

信

子

今
　
北
　
智
恵
子

２
０
０
１
年
会
員
名
簿
よ
り
記
載

（
順
不
同
）

小 倉 西 高 校  津 苑 会 報平成29年６月11日 （4）第61号

　平成29年度　事業計画（案） 　平成28年度　事業報告議案 第2号 議案 第1号
〈平成29年〉
　 4 月10日（月） 会計監査
　 5 月13日（土） 第1回　役員会・常任幹事会
　 6 月11日（日） 津苑会総会　　　　　当番期：高校45期
　 7 月 8 日（土） 東京支部総会　　　　クルーズ・クルーズYOKOHAMA
　 7 月22日（土） 第2回　役員会・常任幹事会
　10月 7 日（土） 福岡支部総会　　　　ホテル　レオパレス博多
　11月12日（日） 関西支部総会　　　　ホテル　グランヴィア大阪
　11月25日（土） 第3回　役員会・常任幹事会
〈平成30年〉
　 1 月21日（日） 高女新年会　　　　　ステーションホテル小倉
　 2 月28日（水） 津苑会入会式
　 3 月 3 日（土） 第4回　役員会・常任幹事会
　 6 月10日（日） 平成30年度　津苑会総会　当番期：高校46期

〈平成28年〉
　 4 月11日（月） 会計監査
　 5 月14日（土） 第1回　役員会・常任幹事会
　 6 月12日（日） 津苑会総会　　　　　当番期：高校44期
　 7 月 9 日（土） 東京支部総会　　　　東海大学校友会館 (霞が関ビル)
　 7 月23日（土） 第2回　役員会・常任幹事会
　10月 1 日（土） 福岡支部総会　　　　ホテル　レオパレス博多
　10月15日（土） 関西支部総会　　　　阪急ターミナルビル17階
　11月26日（土） 第3回　役員会・常任幹事会
〈平成29年〉
　 1 月14日（土） 高女新年会　　　　　ステーションホテル小倉
　 2 月28日（火） 津苑会入会式
　 3 月 4 日（土） 第4回　役員会・常任幹事会

平成29年度予算（案） 平成28年度決算報告
【収入の部】 （単位：円）

29 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 a － b 摘　　要

会　　　費 3,684,000 3,630,000 54,000 生徒数　624 人在籍　（減要素考慮）
雑　収　入  1,000  42,892 0 預金利息
合　　　計 3,685,000 3,672,892 54,000

【支出の部】 （単位：円）

費     目 29 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 a － b 摘　　要

事
　
務
　
費

①事務費  135,000  173,857 ▲ 38,857 事務用品・コピー機トナー代等
②通信費  110,000  100,938 9,062 はがき・切手代
③会議費  100,000  102,664 ▲ 2,664 役員会・常任幹事会
④雑　費  10,000  8,020 1,980 卒業アルバム購入
合　計  355,000  385,479 ▲ 30,479

事
　
業
　
費

①総会費  300,000  300,000 0 29 年度総会当番幹事（高校 45 期）交付金
②事業費 1,450,000 1,331,162 118,838 各支部・会報・手帳・高女新年会
③慶弔費  80,000  85,000 ▲ 5,000 祝儀・香典・餞別
④予備費  -  - 0
合　計 1,830,000 1,716,162 113,838

会館運営費 1,500,000 1,570,228 ▲ 70,228 人件費・会館使用料納付・電気代・電話代・
コピー機リース料

合　　　計 3,685,000 3,671,869 13,131

【収入の部】 （単位：円）
28 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 b － a 摘　　要

会　　　費 3,762,000 3,630,000 ▲ 132,000 生徒数 627 人　
雑　収　入 1,000 42,892 41,892 預金利息・祝儀
合　　　計 3,763,000 3,672,892 ▲ 90,108

（Ａ）
【支出の部】 （単位：円）

費     目 28 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 b － a 摘　　要

事
　
務
　
費

①事務費  150,000 173,857 23,857 事務用品・コピー機トナー代等
②通信費  110,000 100,938 ▲ 9,062 はがき・切手代・総会案内用往復ハガキ
③会議費  100,000 102,664 2,664 役員会・常任幹事会
④雑　費  10,000 8,020 ▲ 1,980 卒業アルバム等
合　計 370,000 385,479 15,479

事
　
業
　
費

①総会費  300,000 300,000 0 29 年度総会当番幹事（高校 45 期）
②事業費 1,450,000 1,331,162 ▲ 118,838 各支部・会報・手帳・高女新年会・津苑会賞副賞等
③慶弔費  80,000 85,000 5,000 祝儀・香典・餞別
④予備費  63,000 0 ▲ 63,000
合　計 1,893,000 1,716,162 ▲ 176,838

会館運営費 1,500,000 1,570,228 70,228 人件費・電気代・電話代・コピー機リー
ス料・会館使用料

合　　　計 3,763,000 3,671,869 ▲ 91,131
（Ｂ）

差引残高 Ａ－Ｂ 1,023 平成 29 年度同窓会基金へ入金

期 氏名 旧姓 没年月
高女39 今宮　貞子 2016.11

高女40 富永　清子 池田 2016.9

高女41 久野マチ子 2016

高女44
第ニ専攻5回 毛利　敦子 2017.3

高女44 池浦　雪子 2016.6

高女44 阪東　良子 大崎 2017.3

高女46 福間　和子 伊藤 2016.8

高女46 岡崎　光子 富田 2016.1

高女46 海野　俊子 2017.2

高女46 白石喜代子 山本 2017.2

高女46 原田美智子 北崎 2016.11

高女46 布施　栄子 2016.12

高女48 森田　安子 松井 2017.3

期 氏名 旧姓 没年月
高女50・高校3 浜田　朝子 森田 2016.8

高女50・高校3 小石　孝子 庄司 2016.9

高校8 清川　守嗣 2016.2

高校9 浅田　光雄 2016.6

高校9 末松　靖子 藤田 2016.8

高校9 大見　慶子 横内 2016.9

高校9 井上新太郎 2016.10

高校9 香西　京子 近江 2016.6

高校10 細井　睦生 2016.5

高校10 石橋　博子 内尾 2016.5

高校11 宮崎　正子 吉野 2016

高校13 松原　良昌 2016.2

高校14 河野　健一 2016.6

高校15 青影　幸子 西川 2016.9

期 氏名 旧姓 没年月
高校18 中村　喜昭 2016

高校18 星加　敏子 2016

高校18 栗原　真二 2017.3

高校18 横山　淳子 2016.3

高校19 森本加代子 北川 2016.11

高校22 蒲原　葉子 太田 2016.8

高校25 山中　　寛 2016.3

高校27 後藤　裕子 弦本 2016.6

高校34 丹下美由紀 飯田 2016.6

高校41 井ノ口眞一 2016

第22代校長 田中丈比古 2016.5

教　諭 秋山　　哲 2016.1

教　諭 浅田　春子 2017.4

謹んでお悔やみ申し上げます 概ねH28.6 ～ H.29.5 にご逝去された方で
津苑会事務局にお届けいただいた方を掲載しています。

当
番
期
実
行
委
員
長
挨
拶

西
高
卒
業
生

　先
生
の
ご
紹
介
～
よ
う
こ
そ
母
校
へ
～

（
担
当
・
進 

明
子
）

◆
大
村
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
◆

議
案
第
３
号

※
印
は
新
任

任
期
　
平
成
29
年
７
月
～
平
成
31
年
６
月

新  

役  

員
　（
案
）

会
　
長

塩
田
　
孝
一

高
校
15
期

副
会
長

原
口
ユ
キ
エ

高
女
48
期

石
田
婦
弥
栄

高
校
４
期

橘
高
美
保
子

高
校
19
期

野
口
美
津
江

高
校
21
期

森
　
　
義
雄

高
校
22
期

田
中
　
本
晃

高
校
25
期

神
崎
　
　
大

高
校
31
期

金
丸
　
勝
利

高
校
36
期

末
次
　
智
子

高
校
34
期

会
計
監
査

塩
田
　
　
孝

高
校
17
期

今
宮
真
美
子

高
校
21
期

※

　
平
成
29
年
度
津
苑
会
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

ご
来
賓
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
高
校
45
期
生
は
、
長
い
伝
統
と
歴
史
を
誇

る
小
倉
西
高
等
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
、
節
目
の
学

年
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
昭
和
24
年
に
開
設
さ

れ
、
44
年
間
歴
史
を
紡
い
で
き
た
「
家
政
科
」。
私
た

ち
の
期
が
最
後
の
卒
業
生
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

節
目
の
学
年
と
し
て
当
番
期
を
迎
え
、「
普
通
科
」「
家

政
科
」
一
丸
と
な
っ
て
同
じ
目
標
に
向
か
い
「
Ｇ
Ｏ 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
平
成
27
・
28
年
度
の
総
会
に
お
手
伝
い

と
し
て
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
に
同
期
生
と
再
会
し
た

喜
び
や
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
し
て
や
り
遂
げ

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
反
面
、
当
番
期

　
今
年
4
月
に
大
村
裕
美
（
お
お
む
ら
　
ゆ
み
）
教

諭
が
北
九
州
高
等
学
校
よ
り
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
着
任
の
白
木
教
頭
（
高
校
29
期
）
に
続
き
、
津
苑

会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
担
当
教
科
・
学
年
・
担
当
の
部
活
動
は
？

Ｑ
．
在
学
中
の
部
活
動
は
？

Ｑ
．
西
高
生
に
ひ
と
こ
と
！

Ｑ
．
懐
か
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
く
つ
か

Ｑ
．
西
高
に
着
任
さ
れ
て
い
か
が
で
す
か
？

Ａ
．
英
語
。
1
年
3
組
の
副
担
任
で
す
。
茶
華
道

部
の
顧
問
で
す
。

Ａ
．
生
物
部
。
微
生
物
班
で
す
。
生
物
部
は
ヘ

ビ
班
・
昆
虫
班
な
ど
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

Ａ
．
自
分
の
高
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
、
後
悔

し
て
い
る
こ
と
は
、
も
っ
と
背
伸
び
を
し

て
高
校
生
活
を
送
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
自
分
に
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い

と
思
う
こ
と
に
も
も
っ
と
挑
戦
し
て
い
れ

ば
、
見
え
る
世
界
が
違
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
に
は
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

て
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
自
分
の
世

界
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
．
怖
か
っ
た
応
援
歌
指
導
。
伸
縮
性
の
な
い

体
操
服
。
2
回
あ
っ
た
お
昼
休
み
。

行
列
が
で
き
て
な
か
な
か
買
え
な
い
売
店

の
パ
ン
（
お
と
な
し
か
っ
た
の
で
！
）。

Ａ
．
教
師
に
な
っ
て
初
め
て
母
校
で
教
鞭
を
と
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

古
い
木
造
校
舎
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
制

服
や
校
歌
、
し
っ
か
り
者
の
女
子
生
徒
と
や

さ
し
い
男
子
生
徒
の
イ
メ
ー
ジ
が
昔
と
変
わ

り
ま
せ
ん
（
笑
）。

と
し
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
様
々
な
壁
に
も
直

面
し
な
が
ら
手
探
り
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
活

動
中
、
困
っ
た
と
き
に
は
必
ず
助
け
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
心
強
い

先
輩
方
の
お
か
げ
で
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
同
期
の
仲
間
と

も
再
会
し
、
先
輩
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
当
番
幹
事
と
い
う
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
津
苑
会
の
皆
様
の
お
か
げ
と
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
津
苑
会
総
会
に
つ
き
ま
し
て
、
学

校
関
係
の
方
々
や
津
苑
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
先
輩
方
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

後
輩
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
を
、
当
番
期
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
倉
西
高
等
学
校
な
ら
び
に
津
苑
会
の
今
後
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
本
日
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
当
番
幹
事
代
表
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

高
校
45
期
生

園
田  

和
臣

高
校
31
期

大
村  

裕
美

小 倉 西 高 校  津 苑 会 報平成29年６月11日 （4）第61号

　平成29年度　事業計画（案） 　平成28年度　事業報告議案 第2号 議案 第1号
〈平成29年〉
　 4 月10日（月） 会計監査
　 5 月13日（土） 第1回　役員会・常任幹事会
　 6 月11日（日） 津苑会総会　　　　　当番期：高校45期
　 7 月 8 日（土） 東京支部総会　　　　クルーズ・クルーズYOKOHAMA
　 7 月22日（土） 第2回　役員会・常任幹事会
　10月 7 日（土） 福岡支部総会　　　　ホテル　レオパレス博多
　11月12日（日） 関西支部総会　　　　ホテル　グランヴィア大阪
　11月25日（土） 第3回　役員会・常任幹事会
〈平成30年〉
　 1 月21日（日） 高女新年会　　　　　ステーションホテル小倉
　 2 月28日（水） 津苑会入会式
　 3 月 3 日（土） 第4回　役員会・常任幹事会
　 6 月10日（日） 平成30年度　津苑会総会　当番期：高校46期

〈平成28年〉
　 4 月11日（月） 会計監査
　 5 月14日（土） 第1回　役員会・常任幹事会
　 6 月12日（日） 津苑会総会　　　　　当番期：高校44期
　 7 月 9 日（土） 東京支部総会　　　　東海大学校友会館 (霞が関ビル)
　 7 月23日（土） 第2回　役員会・常任幹事会
　10月 1 日（土） 福岡支部総会　　　　ホテル　レオパレス博多
　10月15日（土） 関西支部総会　　　　阪急ターミナルビル17階
　11月26日（土） 第3回　役員会・常任幹事会
〈平成29年〉
　 1 月14日（土） 高女新年会　　　　　ステーションホテル小倉
　 2 月28日（火） 津苑会入会式
　 3 月 4 日（土） 第4回　役員会・常任幹事会

平成29年度予算（案） 平成28年度決算報告
【収入の部】 （単位：円）

29 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 a － b 摘　　要

会　　　費 3,684,000 3,630,000 54,000 生徒数　624 人在籍　（減要素考慮）
雑　収　入  1,000  42,892 0 預金利息
合　　　計 3,685,000 3,672,892 54,000

【支出の部】 （単位：円）

費     目 29 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 a － b 摘　　要

事
　
務
　
費

①事務費  135,000  173,857 ▲ 38,857 事務用品・コピー機トナー代等
②通信費  110,000  100,938 9,062 はがき・切手代
③会議費  100,000  102,664 ▲ 2,664 役員会・常任幹事会
④雑　費  10,000  8,020 1,980 卒業アルバム購入
合　計  355,000  385,479 ▲ 30,479

事
　
業
　
費

①総会費  300,000  300,000 0 29 年度総会当番幹事（高校 45 期）交付金
②事業費 1,450,000 1,331,162 118,838 各支部・会報・手帳・高女新年会
③慶弔費  80,000  85,000 ▲ 5,000 祝儀・香典・餞別
④予備費  -  - 0
合　計 1,830,000 1,716,162 113,838

会館運営費 1,500,000 1,570,228 ▲ 70,228 人件費・会館使用料納付・電気代・電話代・
コピー機リース料

合　　　計 3,685,000 3,671,869 13,131

【収入の部】 （単位：円）
28 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 b － a 摘　　要

会　　　費 3,762,000 3,630,000 ▲ 132,000 生徒数 627 人　
雑　収　入 1,000 42,892 41,892 預金利息・祝儀
合　　　計 3,763,000 3,672,892 ▲ 90,108

（Ａ）
【支出の部】 （単位：円）

費     目 28 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 b － a 摘　　要

事
　
務
　
費

①事務費  150,000 173,857 23,857 事務用品・コピー機トナー代等
②通信費  110,000 100,938 ▲ 9,062 はがき・切手代・総会案内用往復ハガキ
③会議費  100,000 102,664 2,664 役員会・常任幹事会
④雑　費  10,000 8,020 ▲ 1,980 卒業アルバム等
合　計 370,000 385,479 15,479

事
　
業
　
費

①総会費  300,000 300,000 0 29 年度総会当番幹事（高校 45 期）
②事業費 1,450,000 1,331,162 ▲ 118,838 各支部・会報・手帳・高女新年会・津苑会賞副賞等
③慶弔費  80,000 85,000 5,000 祝儀・香典・餞別
④予備費  63,000 0 ▲ 63,000
合　計 1,893,000 1,716,162 ▲ 176,838

会館運営費 1,500,000 1,570,228 70,228 人件費・電気代・電話代・コピー機リー
ス料・会館使用料

合　　　計 3,763,000 3,671,869 ▲ 91,131
（Ｂ）

差引残高 Ａ－Ｂ 1,023 平成 29 年度同窓会基金へ入金

期 氏名 旧姓 没年月
高女39 今宮　貞子 2016.11

高女40 富永　清子 池田 2016.9

高女41 久野マチ子 2016

高女44
第ニ専攻5回 毛利　敦子 2017.3

高女44 池浦　雪子 2016.6

高女44 阪東　良子 大崎 2017.3

高女46 福間　和子 伊藤 2016.8

高女46 岡崎　光子 富田 2016.1

高女46 海野　俊子 2017.2

高女46 白石喜代子 山本 2017.2

高女46 原田美智子 北崎 2016.11

高女46 布施　栄子 2016.12

高女48 森田　安子 松井 2017.3

期 氏名 旧姓 没年月
高女50・高校3 浜田　朝子 森田 2016.8

高女50・高校3 小石　孝子 庄司 2016.9

高校8 清川　守嗣 2016.2

高校9 浅田　光雄 2016.6

高校9 末松　靖子 藤田 2016.8

高校9 大見　慶子 横内 2016.9

高校9 井上新太郎 2016.10

高校9 香西　京子 近江 2016.6

高校10 細井　睦生 2016.5

高校10 石橋　博子 内尾 2016.5

高校11 宮崎　正子 吉野 2016

高校13 松原　良昌 2016.2

高校14 河野　健一 2016.6

高校15 青影　幸子 西川 2016.9

期 氏名 旧姓 没年月
高校18 中村　喜昭 2016

高校18 星加　敏子 2016

高校18 栗原　真二 2017.3

高校18 横山　淳子 2016.3

高校19 森本加代子 北川 2016.11

高校22 蒲原　葉子 太田 2016.8

高校25 山中　　寛 2016.3

高校27 後藤　裕子 弦本 2016.6

高校34 丹下美由紀 飯田 2016.6

高校41 井ノ口眞一 2016

第22代校長 田中丈比古 2016.5

教　諭 秋山　　哲 2016.1

教　諭 浅田　春子 2017.4

謹んでお悔やみ申し上げます 概ねH28.6 ～ H.29.5 にご逝去された方で
津苑会事務局にお届けいただいた方を掲載しています。

当
番
期
実
行
委
員
長
挨
拶

西
高
卒
業
生

　先
生
の
ご
紹
介
～
よ
う
こ
そ
母
校
へ
～

（
担
当
・
進 

明
子
）

◆
大
村
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
◆

議
案
第
３
号

※
印
は
新
任

任
期
　
平
成
29
年
７
月
～
平
成
31
年
６
月

新  

役  

員
　（
案
）

会
　
長

塩
田
　
孝
一

高
校
15
期

副
会
長

原
口
ユ
キ
エ

高
女
48
期

石
田
婦
弥
栄

高
校
４
期

橘
高
美
保
子

高
校
19
期

野
口
美
津
江

高
校
21
期

森
　
　
義
雄

高
校
22
期

田
中
　
本
晃

高
校
25
期

神
崎
　
　
大

高
校
31
期

金
丸
　
勝
利

高
校
36
期

末
次
　
智
子

高
校
34
期

会
計
監
査

塩
田
　
　
孝

高
校
17
期

今
宮
真
美
子

高
校
21
期

※

　
平
成
29
年
度
津
苑
会
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

ご
来
賓
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
高
校
45
期
生
は
、
長
い
伝
統
と
歴
史
を
誇

る
小
倉
西
高
等
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
、
節
目
の
学

年
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
昭
和
24
年
に
開
設
さ

れ
、
44
年
間
歴
史
を
紡
い
で
き
た
「
家
政
科
」。
私
た

ち
の
期
が
最
後
の
卒
業
生
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

節
目
の
学
年
と
し
て
当
番
期
を
迎
え
、「
普
通
科
」「
家

政
科
」
一
丸
と
な
っ
て
同
じ
目
標
に
向
か
い
「
Ｇ
Ｏ 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
平
成
27
・
28
年
度
の
総
会
に
お
手
伝
い

と
し
て
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
に
同
期
生
と
再
会
し
た

喜
び
や
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
し
て
や
り
遂
げ

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
反
面
、
当
番
期

　
今
年
4
月
に
大
村
裕
美
（
お
お
む
ら
　
ゆ
み
）
教

諭
が
北
九
州
高
等
学
校
よ
り
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
着
任
の
白
木
教
頭
（
高
校
29
期
）
に
続
き
、
津
苑

会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
担
当
教
科
・
学
年
・
担
当
の
部
活
動
は
？

Ｑ
．
在
学
中
の
部
活
動
は
？

Ｑ
．
西
高
生
に
ひ
と
こ
と
！

Ｑ
．
懐
か
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
く
つ
か

Ｑ
．
西
高
に
着
任
さ
れ
て
い
か
が
で
す
か
？

Ａ
．
英
語
。
1
年
3
組
の
副
担
任
で
す
。
茶
華
道

部
の
顧
問
で
す
。

Ａ
．
生
物
部
。
微
生
物
班
で
す
。
生
物
部
は
ヘ

ビ
班
・
昆
虫
班
な
ど
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

Ａ
．
自
分
の
高
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
、
後
悔

し
て
い
る
こ
と
は
、
も
っ
と
背
伸
び
を
し

て
高
校
生
活
を
送
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
自
分
に
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い

と
思
う
こ
と
に
も
も
っ
と
挑
戦
し
て
い
れ

ば
、
見
え
る
世
界
が
違
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
に
は
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

て
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
自
分
の
世

界
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
．
怖
か
っ
た
応
援
歌
指
導
。
伸
縮
性
の
な
い

体
操
服
。
2
回
あ
っ
た
お
昼
休
み
。

行
列
が
で
き
て
な
か
な
か
買
え
な
い
売
店

の
パ
ン
（
お
と
な
し
か
っ
た
の
で
！
）。

Ａ
．
教
師
に
な
っ
て
初
め
て
母
校
で
教
鞭
を
と
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

古
い
木
造
校
舎
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
制

服
や
校
歌
、
し
っ
か
り
者
の
女
子
生
徒
と
や

さ
し
い
男
子
生
徒
の
イ
メ
ー
ジ
が
昔
と
変
わ

り
ま
せ
ん
（
笑
）。

と
し
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
様
々
な
壁
に
も
直

面
し
な
が
ら
手
探
り
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
活

動
中
、
困
っ
た
と
き
に
は
必
ず
助
け
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
心
強
い

先
輩
方
の
お
か
げ
で
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
同
期
の
仲
間
と

も
再
会
し
、
先
輩
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
当
番
幹
事
と
い
う
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
津
苑
会
の
皆
様
の
お
か
げ
と
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
津
苑
会
総
会
に
つ
き
ま
し
て
、
学

校
関
係
の
方
々
や
津
苑
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
先
輩
方
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

後
輩
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
を
、
当
番
期
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
倉
西
高
等
学
校
な
ら
び
に
津
苑
会
の
今
後
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
本
日
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
当
番
幹
事
代
表
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

高
校
45
期
生

園
田  

和
臣

高
校
31
期

大
村  

裕
美

小 倉 西 高 校  津 苑 会 報平成29年６月11日 （4）第61号

　平成29年度　事業計画（案） 　平成28年度　事業報告議案 第2号 議案 第1号
〈平成29年〉
　 4 月10日（月） 会計監査
　 5 月13日（土） 第1回　役員会・常任幹事会
　 6 月11日（日） 津苑会総会　　　　　当番期：高校45期
　 7 月 8 日（土） 東京支部総会　　　　クルーズ・クルーズYOKOHAMA
　 7 月22日（土） 第2回　役員会・常任幹事会
　10月 7 日（土） 福岡支部総会　　　　ホテル　レオパレス博多
　11月12日（日） 関西支部総会　　　　ホテル　グランヴィア大阪
　11月25日（土） 第3回　役員会・常任幹事会
〈平成30年〉
　 1 月21日（日） 高女新年会　　　　　ステーションホテル小倉
　 2 月28日（水） 津苑会入会式
　 3 月 3 日（土） 第4回　役員会・常任幹事会
　 6 月10日（日） 平成30年度　津苑会総会　当番期：高校46期

〈平成28年〉
　 4 月11日（月） 会計監査
　 5 月14日（土） 第1回　役員会・常任幹事会
　 6 月12日（日） 津苑会総会　　　　　当番期：高校44期
　 7 月 9 日（土） 東京支部総会　　　　東海大学校友会館 (霞が関ビル)
　 7 月23日（土） 第2回　役員会・常任幹事会
　10月 1 日（土） 福岡支部総会　　　　ホテル　レオパレス博多
　10月15日（土） 関西支部総会　　　　阪急ターミナルビル17階
　11月26日（土） 第3回　役員会・常任幹事会
〈平成29年〉
　 1 月14日（土） 高女新年会　　　　　ステーションホテル小倉
　 2 月28日（火） 津苑会入会式
　 3 月 4 日（土） 第4回　役員会・常任幹事会

平成29年度予算（案） 平成28年度決算報告
【収入の部】 （単位：円）

29 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 a － b 摘　　要

会　　　費 3,684,000 3,630,000 54,000 生徒数　624 人在籍　（減要素考慮）
雑　収　入  1,000  42,892 0 預金利息
合　　　計 3,685,000 3,672,892 54,000

【支出の部】 （単位：円）

費     目 29 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 a － b 摘　　要

事
　
務
　
費

①事務費  135,000  173,857 ▲ 38,857 事務用品・コピー機トナー代等
②通信費  110,000  100,938 9,062 はがき・切手代
③会議費  100,000  102,664 ▲ 2,664 役員会・常任幹事会
④雑　費  10,000  8,020 1,980 卒業アルバム購入
合　計  355,000  385,479 ▲ 30,479

事
　
業
　
費

①総会費  300,000  300,000 0 29 年度総会当番幹事（高校 45 期）交付金
②事業費 1,450,000 1,331,162 118,838 各支部・会報・手帳・高女新年会
③慶弔費  80,000  85,000 ▲ 5,000 祝儀・香典・餞別
④予備費  -  - 0
合　計 1,830,000 1,716,162 113,838

会館運営費 1,500,000 1,570,228 ▲ 70,228 人件費・会館使用料納付・電気代・電話代・
コピー機リース料

合　　　計 3,685,000 3,671,869 13,131

【収入の部】 （単位：円）
28 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 b － a 摘　　要

会　　　費 3,762,000 3,630,000 ▲ 132,000 生徒数 627 人　
雑　収　入 1,000 42,892 41,892 預金利息・祝儀
合　　　計 3,763,000 3,672,892 ▲ 90,108

（Ａ）
【支出の部】 （単位：円）

費     目 28 年度
予算額ａ

28 年度
決算額ｂ 比較 b － a 摘　　要

事
　
務
　
費

①事務費  150,000 173,857 23,857 事務用品・コピー機トナー代等
②通信費  110,000 100,938 ▲ 9,062 はがき・切手代・総会案内用往復ハガキ
③会議費  100,000 102,664 2,664 役員会・常任幹事会
④雑　費  10,000 8,020 ▲ 1,980 卒業アルバム等
合　計 370,000 385,479 15,479

事
　
業
　
費

①総会費  300,000 300,000 0 29 年度総会当番幹事（高校 45 期）
②事業費 1,450,000 1,331,162 ▲ 118,838 各支部・会報・手帳・高女新年会・津苑会賞副賞等
③慶弔費  80,000 85,000 5,000 祝儀・香典・餞別
④予備費  63,000 0 ▲ 63,000
合　計 1,893,000 1,716,162 ▲ 176,838

会館運営費 1,500,000 1,570,228 70,228 人件費・電気代・電話代・コピー機リー
ス料・会館使用料

合　　　計 3,763,000 3,671,869 ▲ 91,131
（Ｂ）

差引残高 Ａ－Ｂ 1,023 平成 29 年度同窓会基金へ入金

期 氏名 旧姓 没年月
高女39 今宮　貞子 2016.11

高女40 富永　清子 池田 2016.9

高女41 久野マチ子 2016

高女44
第ニ専攻5回 毛利　敦子 2017.3

高女44 池浦　雪子 2016.6

高女44 阪東　良子 大崎 2017.3

高女46 福間　和子 伊藤 2016.8

高女46 岡崎　光子 富田 2016.1

高女46 海野　俊子 2017.2

高女46 白石喜代子 山本 2017.2

高女46 原田美智子 北崎 2016.11

高女46 布施　栄子 2016.12

高女48 森田　安子 松井 2017.3

期 氏名 旧姓 没年月
高女50・高校3 浜田　朝子 森田 2016.8

高女50・高校3 小石　孝子 庄司 2016.9

高校8 清川　守嗣 2016.2

高校9 浅田　光雄 2016.6

高校9 末松　靖子 藤田 2016.8

高校9 大見　慶子 横内 2016.9

高校9 井上新太郎 2016.10

高校9 香西　京子 近江 2016.6

高校10 細井　睦生 2016.5

高校10 石橋　博子 内尾 2016.5

高校11 宮崎　正子 吉野 2016

高校13 松原　良昌 2016.2

高校14 河野　健一 2016.6

高校15 青影　幸子 西川 2016.9

期 氏名 旧姓 没年月
高校18 中村　喜昭 2016

高校18 星加　敏子 2016

高校18 栗原　真二 2017.3

高校18 横山　淳子 2016.3

高校19 森本加代子 北川 2016.11

高校22 蒲原　葉子 太田 2016.8

高校25 山中　　寛 2016.3

高校27 後藤　裕子 弦本 2016.6

高校34 丹下美由紀 飯田 2016.6

高校41 井ノ口眞一 2016

第22代校長 田中丈比古 2016.5

教　諭 秋山　　哲 2016.1

教　諭 浅田　春子 2017.4

謹んでお悔やみ申し上げます 概ねH28.6 ～ H.29.5 にご逝去された方で
津苑会事務局にお届けいただいた方を掲載しています。

当
番
期
実
行
委
員
長
挨
拶

西
高
卒
業
生

　先
生
の
ご
紹
介
～
よ
う
こ
そ
母
校
へ
～

（
担
当
・
進 

明
子
）

◆
大
村
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
◆

議
案
第
３
号

※
印
は
新
任

任
期
　
平
成
29
年
７
月
～
平
成
31
年
６
月

新  

役  

員
　（
案
）

会
　
長

塩
田
　
孝
一

高
校
15
期

副
会
長

原
口
ユ
キ
エ

高
女
48
期

石
田
婦
弥
栄

高
校
４
期

橘
高
美
保
子

高
校
19
期

野
口
美
津
江

高
校
21
期

森
　
　
義
雄

高
校
22
期

田
中
　
本
晃

高
校
25
期

神
崎
　
　
大

高
校
31
期

金
丸
　
勝
利

高
校
36
期

末
次
　
智
子

高
校
34
期

会
計
監
査

塩
田
　
　
孝

高
校
17
期

今
宮
真
美
子

高
校
21
期

※

　
平
成
29
年
度
津
苑
会
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

ご
来
賓
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
高
校
45
期
生
は
、
長
い
伝
統
と
歴
史
を
誇

る
小
倉
西
高
等
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
、
節
目
の
学

年
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
昭
和
24
年
に
開
設
さ

れ
、
44
年
間
歴
史
を
紡
い
で
き
た
「
家
政
科
」。
私
た

ち
の
期
が
最
後
の
卒
業
生
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

節
目
の
学
年
と
し
て
当
番
期
を
迎
え
、「
普
通
科
」「
家

政
科
」
一
丸
と
な
っ
て
同
じ
目
標
に
向
か
い
「
Ｇ
Ｏ 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
平
成
27
・
28
年
度
の
総
会
に
お
手
伝
い

と
し
て
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
に
同
期
生
と
再
会
し
た

喜
び
や
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
し
て
や
り
遂
げ

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
反
面
、
当
番
期

　
今
年
4
月
に
大
村
裕
美
（
お
お
む
ら
　
ゆ
み
）
教

諭
が
北
九
州
高
等
学
校
よ
り
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
着
任
の
白
木
教
頭
（
高
校
29
期
）
に
続
き
、
津
苑

会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
担
当
教
科
・
学
年
・
担
当
の
部
活
動
は
？

Ｑ
．
在
学
中
の
部
活
動
は
？

Ｑ
．
西
高
生
に
ひ
と
こ
と
！

Ｑ
．
懐
か
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
く
つ
か

Ｑ
．
西
高
に
着
任
さ
れ
て
い
か
が
で
す
か
？

Ａ
．
英
語
。
1
年
3
組
の
副
担
任
で
す
。
茶
華
道

部
の
顧
問
で
す
。

Ａ
．
生
物
部
。
微
生
物
班
で
す
。
生
物
部
は
ヘ

ビ
班
・
昆
虫
班
な
ど
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

Ａ
．
自
分
の
高
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
、
後
悔

し
て
い
る
こ
と
は
、
も
っ
と
背
伸
び
を
し

て
高
校
生
活
を
送
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
自
分
に
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い

と
思
う
こ
と
に
も
も
っ
と
挑
戦
し
て
い
れ

ば
、
見
え
る
世
界
が
違
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
に
は
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

て
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
自
分
の
世

界
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
．
怖
か
っ
た
応
援
歌
指
導
。
伸
縮
性
の
な
い

体
操
服
。
2
回
あ
っ
た
お
昼
休
み
。

行
列
が
で
き
て
な
か
な
か
買
え
な
い
売
店

の
パ
ン
（
お
と
な
し
か
っ
た
の
で
！
）。

Ａ
．
教
師
に
な
っ
て
初
め
て
母
校
で
教
鞭
を
と
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

古
い
木
造
校
舎
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
制

服
や
校
歌
、
し
っ
か
り
者
の
女
子
生
徒
と
や

さ
し
い
男
子
生
徒
の
イ
メ
ー
ジ
が
昔
と
変
わ

り
ま
せ
ん
（
笑
）。

と
し
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
様
々
な
壁
に
も
直

面
し
な
が
ら
手
探
り
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
活

動
中
、
困
っ
た
と
き
に
は
必
ず
助
け
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
心
強
い

先
輩
方
の
お
か
げ
で
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
同
期
の
仲
間
と

も
再
会
し
、
先
輩
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
当
番
幹
事
と
い
う
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
津
苑
会
の
皆
様
の
お
か
げ
と
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
津
苑
会
総
会
に
つ
き
ま
し
て
、
学

校
関
係
の
方
々
や
津
苑
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
先
輩
方
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

後
輩
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
を
、
当
番
期
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
倉
西
高
等
学
校
な
ら
び
に
津
苑
会
の
今
後
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
本
日
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
当
番
幹
事
代
表
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

高
校
45
期
生

園
田  

和
臣

高
校
31
期

大
村  

裕
美


